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に囲まれ、近隣諸国と 領土問題を抱えるカタールにとって、メディアを通じた国際世論へ 働きかけは自国の安全保障上重要であった。すでに金融分野で先んじるＵＡＥやバーレーンとの差異化か 、カタールは教育・スポーツ・メディアなどの分野にソフト・パワーの源泉を求め カタールがアルジャジーラを生み出し、そのアルジャジーラが今度はカタールを際政治の重要アクターとして台頭させたのであった。　
アルジャジーラは従来、中東で
は比較的自由な放送局とみられて
きた。あるいは、そのようなイメージの確立に少なからず成功してきたといえよう。もちろんそれは、カタールの利益を損なわない限りにおいてであっ が、アラブの問題を剔抉し、声な 声 代弁するというその主張は、ある時期まではまっとう 聞こえ 。　
だが「アラブの春」以降、そう












ンでの紛争調停やレバノン諸派間の対話促進、ダルフール紛争などでの活動などが知られている。しかし、二〇一一年以降のカタールの外交方針は、それまでの仲介外交から介入外交と呼びうるも へと変化した（参考文献③） 。 「アラブの春」という大規模な政治変動の機会に乗じて、各国の政治へと介入するこ で、自国に有利 国際環境を形成しよう する狙いがあったとみられている。アルジャジーラもこうしたカタールの地政学的な思惑によって、かつてない政治介入を受けるようになった。　
確かに、こうした主張を裏付け
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